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　rom 色素皀卩ち Carotinoid

色素 十 X 物質 と考 えられ る ；　 　　 　　
’

　（4） 本物質 の 化學構造は 1分 子 中に 多數の共軛

に重結合（＞ C ＝ C 〈 ）を 一定 の 配列歌 態下 に 有 し

遊離の 基 を持た な い 多債炭化水素 な らん．

　 161・ 産婦人 科領域に於ける血 清アル ギニ ン の

　　　　研究

　　　　　　　　 松本清 一
， 森和雄 （昭和醫大）

　正常姉 入，妊褥婦，少女』 更年期 後婦入等の血

清 を鹽酸水解 し， 坂 ロ反應 に よ リア ル ギ ＝ ン を比

色定量 し， 且之 の 血清蛋 白量（硫酸銅法に よる）に

對 す る比 を求 めた結果， 工） 正常婦入 39例中續發

無月經者 及び月經未潮者で は異常の高値を ， 月經

巾の 者で は異常の 低値を 示 す もの が あり， 更 に 最

近 無月經 となつ た こ とがな く， 叉 月經中で ない 21

例 （A 群）と現 在無月經叉 は 無月經 が恢復 した ばか

りの者 13例 （B 群〉とを比絞す る と，B 群 の雫均値

はgV く有意 に高い ．
’
2）前項 A 群 ｝調 經正 順者

を逍力llした 26例で の 雫均値を 假 に 正 常婦人値 と

し， 妊婦 95 例 ， 褥婦 14例で の干均値 と 比較 す る

と妊婦で は絶野量 ， i蛋白量に 對す る比 共 に著 し く

高 く， 褥婦 で は絶對量は著差 な い が蛋 白量に野 す

る比 は稍．女高 い ．3）月經未潮 少女 6 例 の挙均 値は

繦 對量， 蛋白量に對 す る比 共に 高 い ．4）閉經婦人

16例 で も同樣 に高 い ．5）妊 婦 ， 月經未潮者 ， 閉經

婦人 ， 績發無月經者等の 血清ア ル ギ 言 ン 値の 高い

こ と は ，尿中 ヒ ス チ ヂ ン が妊婦， 思春期 ， 更年期 ，

卵集機能不杢者等で 陽 性となる とゆ う濱田 等の從

來の報告と關聯 して 興味深 く， 血清 ヂ ア ミ ノ 酸 と

卵巣機能 と の關聯性 が示唆 され る．

　 162． 妊婦血清遊離ア ル ギ 呂 ンに就いて

　　　　　　　　　　　伊 藤 　 久 （昭 和 讐 大）

　 森 ， 松本は妊姉血清中の ア ル ギ 昌 ン 量は 正 常者

に 比 して著 し く増・加す ると報告 して い るが ， 妊婦

血清 中の遊離ア ル ギ ＝ ン 量に 就 い て檢討 した ． 帥

ち妊婦 100 名の血清を 860 倍に稀釋 し坂 口反應 に

從 い 比 色定量 し， 對照 と して 正常男子並 に 女子 血

清各 20例を用 い て 比較 した結果 ，
1）健 康男子血

清遊離 ア ル ギ 昌 ン は 220　mg ／dl〜230mg ／dl で ，
．水

解後は 230mg ／d1〜240　mg ズdlで ある． 2）健康女

109− 55

子で は比 較的少 く200mgfdl − v210 　mg ／dl で ， 水解

後は 210mg ／dl〜 230　mg ／d三の 値 を示 す．3）妊婦
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ

の 血清遊離 ア ル ギ ニ ン は健康男子 よ りも 遙に多 く

時に は 250　mg ／dl に 逹 し ， 水解後は 300　mg ／dl 程

度の事 が あ る．4）血清遊離ア ル ギ ＝ ン 量は血清水
　　　　　　　　　　　ま
解後の ア ル ギ ニ ン 値の 90％ 程度に 及 び ， 量的藁は

五 に 干 行 して い る こ とが剣 つ た ．

　163． 産婦人科領域に於け る糸毬體濾過孳の研

　　　　究

　　　　　　　　　小林隆，高橋高 （東　　 大）

　Rehberg が單位時間尿量に 尿 と 血漿 との ク レ ア

チ ＝ ン （以 下 ク ＝ と略記す る）濃度比 を乘 すれ ば，

單位時間の絲毬體濾過量を知 り得 ると提唱 し， 他

方 Vau 　Slyke 及 び其の 一派 が一定物質の單位時

間内尿中排 泄量 と等 し い 量を含有 す る血液量を其

の 物質の淨化値 と名付 け ， 共 の測 定を腎機能檢査

法 と して 推獎 した． ク a が淨化値測定の物質 と し

て ， 最 も優れ て い る こ とは既に 一般の認め る所 で

ある．

　我領域 に於 け る腎機能特 に ， 淨化値に關す る研

究 は，Mar．garet　Nice の 正常妊娠及び淕褥時に於

け る尿素淨化値及び Stander
，　Ashton 等の 妊娠

中毒症に於ける尿素及 び ク 呂 淨化値測定 を見るの

み で ある．余等は ， 妊 ， 産 ， 褥婦に 就て ク ニ 淨化

値を測定 し， 次 の成績 を得た の で 報告 す ろ，

　1） 妊娠時の ク a 淨化値は ，
正 常婦人に 比 し稍

）j曾加す る．・

　 2） 娩出直前 で は ， 再 び減少 し， 直後で は ， 直

前に比 し増加 す る．

　 3） 産褥時で は，著 し く増加 す るが， 次第 に 正

常値に近ず く．

　 164． 産撮人 科領城に於ける 白血球喰菌機能 に

　　　　 關する研究

　　　　　　　　　　　渡邊　英二 （東　　　大）

　 喰菌機能 は 物理化學的刺戟， 生體の 變調等に よ

り種 々 な影響を受 け る． 余は トブ ラ ー氏變法に よ

り， 探取 した全 血 に大腸菌を 混 じ，

一定時間 37°C

に保 ち， 塗抹標 本鏡檢 に よ り白血球 の喰菌牽及び

喰菌數 を測定 し次 の結果 を得た．

　 1） 月經周期 との 關係 に つ い て は． 月經期 に喰
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